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■問い合わせ　成羽病院事務局（☎�３１１１）

成 羽 病 院 通 信

■問い合わせ　吉備国際大学庶務課（☎�９４５４・ �７５６０）

　食生活をはじめとする日常生活の変化や喫煙、運動不足、糖尿病患者の増加など、種々の原因
で動脈硬化による病気が増加しています。
　動脈硬化がおこると、血管の壁が肥

ひ

厚
こう

して内腔が狭くなるため、心臓から送り出される血液が、
全身の細い血管まで流れにくくなります。
　全身の動脈硬化の程度は、頸動脈エコー検査でかなり推定できます。
　動脈硬化をおこしやすい高血圧・糖尿病・脂質異常症・喫煙者・
肥満などの人は、頸動脈エコー検査を受けて、脳梗塞や狭心症・心筋
梗塞などの予防に役立てましょう。

～あなたの血管は大丈夫？～ アドバイザー・成羽病院　森 厚子　検査室長　

（頸動脈エコー検査を受けて動脈硬化の程度を調べましょう）

運動不足

高血圧

肥満糖尿病

喫煙 脂質異常症

動脈硬化危険因子

会　　場
朝霧温泉ゆ・ら・ら
送迎バスあり
備中高梁駅11時20分発

岡山駅前キャンパス
2号館4階

吉備国際大学15号館
（保健福祉研究所）

講　　師

保健医療福祉学部
　講師　佐藤　三矢

社会学部
　准教授　轡田　竜蔵

保健医療福祉学部
　教授　川上　照彦
理学療法士
　横山　茂樹

演　　　　題

高齢者の転倒予防・介護予防講座
　日常生活の中で出来る介護予防

中国ビジネス講座
　社会学から考える日中関係

健康講座
　スポーツ外傷・障害予防のための
　　　　　　　　　　　コンディショニング

開催日時

10月16日（日）
13:00～14:30

12月3日（土）
13:00～12:00
13:00～14:30

12月17日（土）
14:00～17:30

　2011年もそろそろ秋が訪れ、様々なことに取り組むのに大変良い季節となってまいり
ました。吉備国際大学では、例年、多くの公開講座を行っており、たくさんの方々にご参
加をいただいております。
　つきましては、下記のとおり、現在受講者を募集している公開講座をご案内させていた
だきますので、ぜひ多くの皆さまにご参加頂きたく存じます。
　今年度のテーマは「吉備国発　多文化をたのしむ」です。皆さんのご参加を心よりお待
ちしています。

吉備国際大学　公開講座のご案内

◆申し込み方法
　開催日の１週間前までに、電話、ファックスでお申し込みください。（電話受付時間は平日10:00～17:00）
　大学ホームページからもお申し込みいただけます。なお、１回のみの受講も可能です。（事前連絡が必要）

☆詳しくは大学ホームページ（http://kiui.jp/pc/）をご覧ください。
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っ
て
は
郷
に
従
え
」
と
い
う

諺こ
と
わ
ざが
あ
り
ま
す
。
地
名
に
も
「
郷
」
の

つ
く
地
名
が
各
地
に
見
ら
れ
ま
す
。「
ゴ

ウ
」
と
読
ん
だ
り
「
サ
ト
」
と
読
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
平

安
時
代
に
出
さ
れ
た「
和わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ
う

抄し
ょ
う」（

和

名
抄
）と
い
う
百
科
辞
書
な
ど
に
も「
郷
」

の
つ
く
地
名
が
た
く
さ
ん
書
か
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本郷中組に鎮座する清実八幡宮


